
会場の概要 

岸城神社 岸和田市岸城町１１－３０ 

 

 

岸城神社の境内地は当時の岸和田城主、小出秀政によって隣邑に鎮座していた牛頭天王

と、岸和田城築造以前に当地で祀られていた天照大神と八幡神が併せられ成立しました。 

その後、天照大神は、天照太神小社として別の境内(後の神明門付近)に祀られ、牛頭天王

と八幡神とは同境内に祀られて御宮と呼ばれておりました。 

 また、同境内には宮寺・日光寺が置かれていました。 

しかし、慶応四年に出された神仏判然令に伴い、宮寺・日光寺は廃寺となり、牛頭天王社

と八幡社を合祀し、岸城神社と改称されました。 

 この頃、それまで神明門にあった神明社は岸城神社境内へと移され、現在に至ります。 

《選定理由》 

 岸和田城の歴史とともに歩んできた神社で、だんじり祭の際は１４台のだんじりが宮入

する有名な神社のためです。 

 

 


